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　市では、一事業者としての目標や具体的な取り組みを盛り込んだ「町田市第５次環境配慮行動計画」を昨年3月に策定しました。
　また、皆さんに、毎日の生活の中で地球温暖化対策に取り組んでいただく、「わたしのエコ宣言」活動を推進しています。

　　目標を達成するためには、一人ひとりができることから始めることが大切です。

詳細はこちら▶
日 3月5日㈰午前10時～午後3時
場 �町田市バイオエネルギーセンター
（下小山田町3160）

来て、見て、体験して楽しく学ぶ、
新たな環境イベントを開催します

まちだE
いー

C
こ

O t
と

oフェスタ

　家庭ですぐにできる地球温暖化対策（10項目）の中から、
実施する取り組みを選び、宣言し実行します。宣言書では、
取り組みの実施により、1年間で削減できるCO2の量や節
約できる金額も確認することができます。

「わたしのエコ宣言」
CO₂削減キャンペーン 詳細はこちら▶

　あくまでも一例で
す。詳しくは、「わた
しのエコ宣言」を併
せてご覧ください。

東京町田ロータリークラブ （株）モビリティワークス
　省エネ・脱炭素に関心を持っていただくための取り
組みの一つとして、室内のCO2濃度が数値で表示され
る二酸化炭素計測器を特別養護老人ホームへ贈呈し
ます。室内CO2を“見える化”することで、省エネ化・脱

炭素化・ウイルス等に
よる感染防止に役立てていただき
たいと考えています。
　同クラブの取り組みや今後、開催
予定の地球温暖化をテーマにした
講演会・トークセッションについて
は、同クラブＨＰをご覧ください。

　電気自動車「グリーンスローモビリティ※」の販売や
実証実験への参加等を行っています。グリーンスロー
モビリティに乗車いただいてカーボンニュートラル
等の環境問題について考えるきっかけづくりを町田
薬師池公園四季彩の杜で実施

しました。　
　また、鶴川団地では高齢者の買い物の
送迎に利用いただき、環境に優しいだけ
ではなく、地域の公共交通・課題解決と
しても活躍しました。
※�時速20ｋｍ未満で走り、走行時にCO2が
排出されない電気自動車

　ごみ処理施設「町田市バイオエネルギー
センター」は、廃棄物（ごみ）をエネルギー源
とした電力を発電しています。その電力を
公共施設で利用できないか検討し、下水処
理施設である鶴見川クリーンセンターで利
用を開始しました。
　CO2排出量の削減だけではなく、地域で作った電力を地域で利
用するという電力の地産地消のような形で電力の利用を実現して
います。

公共施設

下水処理施設等町田市バイオエネルギーセンター

発電

電力

を するために取り組んでいます目標目標 達成達成

一人一人
ひとりひとりのの
取り組み取り組み

事業者事業者のの
取り組み取り組み

市市のの
取り組み取り組み

冷蔵庫を開けている冷蔵庫を開けている
時間を短くする時間を短くする
1年間のCO2削減量   約3ｋｇ

歯磨き中、水を歯磨き中、水を
流しっぱなしにしない流しっぱなしにしない
1年間のCO2削減量   約3ｋｇ

環境政策課☎☎724・4386問


